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会     議     録 

行 田 市 教 育 委 員 会   令 和 ７ 年  第 ４ 回 ３ 月 定 例 会 

招集年月日 令和７年３月２６日（水） 開会場所 
 行田市産業文化会館管理棟 

    ２Ａ会議室 

開閉の時刻 

及び宣言者 

 開会  ３月２６日（水） 午後 ２時００分   教育長 渡 辺  充 

 閉会  ３月２６日（水） 午後 ２時４６分   教育長 渡 辺  充 

 教育長 渡 辺  充 教育長職務代理者 鹿  山 高  彦 仮議長  

 席次番号 
出席の教育長 

及び委員氏名 
摘       要 

１ 渡 辺  充  

２ 鹿  山 高  彦  

３ 大  竹 洋  平  

４ 大 木 華 子 欠席 

５ 田 口 路 子  

議  事  参  与  者 書     記 

学校教育部長          細谷 博之 

学校教育部参事         中島 淳 

生涯学習部長          中村 和則 

学校教育部次長 

 兼教育指導課長        石﨑 昌稔 

生涯学習部次長兼図書館長 

 兼視聴覚ライブラリー館長   松田 正 

教育総務課長          岡部 将弘 

学校給食センター所長      飯田 勝雄 

生涯学習課長          近藤 隆洋 

スポーツ振興課長        野口 啓司 

文化財保護課長         酒井 春彦 

教育文化センター所長 

兼中央公民館長        新井 大 

郷土博物館長          鈴木紀三雄 

学校教育部副参事        大野 三佳 

教育支援センター所長      篠田 豊和 

 

書 記 長   岡部 将弘  

書記次長  上野恵美子 

書記    萩原 宏幸 
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 会議事件名 顛           末 

 

 

 

会 

 

 

 

議 

 

 

 

の 

 

 

 

進 

 

 

 

行 

 

 

 

状 

 

 

 

況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

本日、大木委員が欠席となっているが、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第１４条第３項に規定する定足数である過半数に達

しているので会議は成立する。 

  また、本日議案１件を追加提案させていただく。 

  議案第１７号を日程に追加し、議題としたいが、異議はないか。 

 

【全委員異議なし】 

 

教育長 

会議の公開について諮る前に、傍聴人の確認を事務局にお願いす

る。 

 

教育総務課長 

  本日、傍聴人は０名である。 

 

教育長 

本日の会議日程は報告１件、議案８件である。議案第１１号は、人

事案件であることから会議は非公開とし、その他の案件は公開として

よろしいか。 

 

【全委員承認】 

 

 

教育長 

日程に先立ち、２月定例会及び臨時会の会議録について事務局に報

告を求める。 

 

書記次長 

２月定例会及び臨時会会議録報告 

 

教育長 

  何か意見等はあるか。 

 

【全委員承認】 
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報告第２号 

行田市文化財保存活用

地域計画（案）の申請に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１０号 

令和７年度行田市教育

行政重点施策について 

 

 

 

 

 

教育長提案、書記次長議案朗読 

 

文化財保護課長 

  計画については、文化庁から随時調整依頼があり、修正を加えてい

る。パブリックコメント実施前と大きく修正した箇所については、行

田市外の人向けに地区名等の明示が必要とのことで、地域の箇所を表

す地図を入れ、また、未指定文化財の内容の整理を行い、修正をした

ところである。その他、文言の調整を実施している。 

  パブリックコメントについては、意見がなかった。 

なお、前回、教育委員から意見をいただき、検討事項としていた「参

考文献の巻末等への一括掲載」については、文化庁と協議の中におい

て、現状の示し方が適当との意見をいただいたので、変更していない

ことを報告させていただく。 

なお、先週１７日に開催した本計画の協議会において計画案を承認

していただき、また、１９日の文化財保護審議会においても承認をい

ただいたところである。 

今後の予定については、文化庁からの案内では、４月中旬頃までに

関係書類の提出を行い、文化庁設置の有識者で組織される文化審議会

において審査され、順調に行けば７月に認定をいただけるものであ

る。 

認定を受けた後は、教育委員の皆様に改めて報告させていただき、

周知を含め、計画をスタートさせていただく予定である。 

 

教育長 

  何か意見等はあるか。 

 

【全委員承認】 

 

 

教育長提案、書記次長議案朗読 

 

教育総務課長 

  事前にいただいた意見及びその回答をまとめた資料に基づき説明

する。（内容別紙関係資料のとおり） 

 

教育長 

  何か意見等はあるか。 



市政情報コーナー 

 

                       4 

 

 

 

 

議案第１２号 

行田市教育政策アドバ

イザーの設置等に関す

る規則について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全委員承認】 

 

 

教育長提案、書記次長議案朗読 

 

教育総務課長 

  この規則は、本市の小・中学校における教育課題の解決及び教育行

政全体にわたる重要な施策等に関し、政策的な見地による調査、審議

及び助言をもらうため、行田市教育政策アドバイザーを設置するもの

である。 

  各条文について説明する。 

  第１条はこの規則の趣旨について定めるものである。 

  第２条は、アドバイザーの職務について定めるものである。 

第３条は、アドバイザーは行田市教育委員会が委嘱することを定め

るものである。 

第４条は、アドバイザーの身分として地方公務員法第３条第３項第

３号に規定する非常勤特別職であることを定めるものである。 

第５条は、アドバイザーの任期を、２年を超えない範囲と定めるも

のである。 

第６条は、アドバイザーの権限について定めるものである。 

第７条は、アドバイザーの報酬等について、行田市特別職の職員で

非常勤のものの報酬および費用弁償に関する条例の定めるところに

より支給することを定めるものである。 

第８条は、アドバイザーの解職について定めるものである。 

第９条は、アドバイザーの守秘義務について定めるものである。 

第１０条は、委任について定めるものである。 

  最後に附則について、この規則は令和７年４月１日から施行するも

のである。 

 

教育長 

  何か意見等はあるか。 

 

鹿山委員 

  アドバイザーは専門委員とのことだが、委嘱するにあたって、求め

られる資格等はあるのか。 
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議案第１３号 

行田市奨学資金給与条

例施行規則の一部を改

正する規則について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

  特に資格は求めてないが、政策的な見地から教育全般にわたって知

識を有する方を想定しているため、教員の経験など一定の教育に関す

る職務経験のある方などが考えられる。 

 

大竹委員 

  各学校に何名ずつ配置されるのか。 

 

教育総務課長 

  教育委員会に１名配置し、必要に応じ各学校の視察をしていただく

とか、あるいは教育委員会内部で助言いただくなどの勤務形態を予定

している。 

 

【全委員承認】 

 

 

教育長提案、書記次長議案朗読 

 

教育総務課長 

  本案は、行田市奨学資金の給与事務に関し、申請受付期間の変更及

び提出書類の省略により、申請者の利便性の向上を図るため、規則の

一部を改正するものである。 

行田市奨学資金給与条例に基づき、市では、教育の機会の均等を図

り、もって社会に有為な人材を育成することを目的に、修学の意欲が

あるのに経済的な理由により、修学が困難な方に対し、学資金の一部

を奨学資金として給与している。 

これまで申請受付期間を当該施行規則に則り、４月１日から４月 

２５日までとしていたが、申請時期を６月に変更するとともに、様式

を変更し、あらかじめ申請時に同意をいただくことにより、認定審査

に必要な世帯の所得情報や、住民基本台帳記載事項の確認のための提

出書類を省略することができるよう、所要の改正を行うものである。 

 改正内容について説明する。 

第２条は、申請時期についての記載「奨学資金の給与を希望する年

度の４月２５日までに」を削るものである。 

第１３条は、この規則に定めるもののほか必要な事項について他の

例規の条文に合わせるため、用語を整備するものである。 

様式第１号に世帯全員の所得情報及び住民基本台帳記載事項の確
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議案第１４号 

令和７年度使用点字教

科書の採択について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認における同意欄の追加を行うものである。 

最後に附則であるが、この規則の施行日を公布の日からとすること

について定めるものである。また、様式の改正に伴い経過措置を設け

るものである。 

 

教育長 

  何か意見等はあるか。 

 

鹿山委員 

  申請時期を４月から６月に変更するとのことだが、受付期間を規則

で定めなくてもよいのか。 

 

教育総務課長 

規則の中では具体的な期日は定めないが市報、ホームページ等で募

集をする際に、具体的な期日を記載して周知を図っていく予定であ

る。 

 

【全委員承認】 

 

 

教育長提案、書記次長議案朗読 

 

教育指導課長 

本議案は、令和７年度、泉小学校において第５学年に進級する全盲

の児童が適した学習を行うにあたり、点字教科書を使用する必要があ

るため、点字教科書の採択をするものである。 

５年生では、学習教科の数も増え、指導内容も細かくなってくるた

め再度、担任、校内の教科書担当者、保護者の理解を図り、保護者も

了解したため、案のとおり点字教科書を使用することとなったもので

ある。 

 

教育長 

  何か意見等はあるか。 

 

鹿山委員 

  今まで使ってきて、児童より不満な点などの声はあったか。 
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議案第１５号 

行田市立小・中学校職

員服務規程の一部改正

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１６号 

行田市文化財保存活用

教育指導課長 

  授業を見学し、使用しているのを見てきたが、本人の理解力が年々

高まっているのを感じた。 

  また、担任の教員も自ら点字で教材を作り、とても丁寧に教えてい

ることを実感している。 

 

鹿山委員 

  今までの教科書に不満等はなかったということでよいか。 

 

教育指導課長 

  そのとおりである。 

 

【全委員承認】 

 

 

教育長提案、書記次長議案朗読 

 

教育指導課長 

  本案は行田市立小中学校、職員服務規程について、休暇届簿等の様

式の整備及び高齢者部分休業の承認等に係る規定の文言を改正しよ

うとするものである。 

  休暇簿に関する提出先について、その他の職員にあっては「所属長」

にという文言が使われてのを「校長」と変更するものである。休暇簿

については、年次休暇の休暇届簿、出産休暇簿、子育て休暇願簿、家

族看護休暇願簿及び短期介護休暇願簿がある。 

  また、高齢者部分休業の承認申請については、「所属長」を経て、

教育委員会に提出という部分を、「校長」を経てに改正するものであ

る。 

 

教育長 

  何か意見等はあるか。 

 

【全委員承認】 

 

 

教育長提案、書記次長議案朗読 
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地域計画協議会委員の

委嘱について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１７号 

行田市義務教育学校設

置に向けた再編計画

〈個別編〉（案）につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化財保護課長 

  行田市文化財保存活用地域計画協議会委員については、行田市文化

財保存活用地域計画協議会設置要綱第３条の規定に従い、１７名の委

員を委嘱し、「行田市文化財保存活用地域計画」の作成について、ご

意見をいただいているが、委員のうち、１名の方が行田市郷土博物館

協議会推薦の方で、本年２月にご逝去されたため、新たな委員の委嘱

についてお諮りするものである。 

大山 能則 氏は、前任の若松氏の後任として行田市郷土博物館協

議会会長に就任された方で、当該協議会から推薦があったものであ

る。 

なお、委員の任期は、前任者の残任期間となる令和７年３月２６日

から令和８年８月３１日までとするものである。 

 

教育長 

  何か意見等はあるか。 

 

【全委員承認】 

 

 

教育長提案、書記次長議案朗読 

 

教育総務課長 

  昨年８月に学校再編の方向性を示す行田市義務教育学校設置に向

けた再編計画＜骨子編＞を策定した。 

  この骨子編の内容を踏まえ、このたび作成した行田市義務教育学校

設置に向けた再編計画〈個別編〉（案）では、再編後の学校の位置、

使用する学校および新たな学校開設までの具体的なスケジュールを

示している。 

これらに加え、本市がこれから目指していく特色ある教育について

も示している。 

なお、本個別編案の内容を検討するにあたり、本年２月より行田市

公立学校通学区域等審議会で３回にわたるご審議をいただき、答申を

いただいている。 

  本教育委員会において承認をいただいた際には、来年度から速やか

に、保護者や地域の皆様などを対象とした説明会を行うとともに、市

民意見募集を実施していく予定である。 
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議案第１１号 

行田市教育委員会所管

人事（行田市会計年度

任用職員）について 

 

 

 

教育長 

  何か意見等はあるか。 

 

鹿山委員 

  スケジュールについて、安全面を考慮した耐用年数が近づいてきて

いる学校もあると思われるが、このスケジュールで耐用年数が過ぎて

しまうということはないか。 

 

教育総務課長 

  新たな学校設置において、既存の学校の耐用年数を超えることのな

いよう進めていく。 

 

鹿山委員 

  準教科担任制とあるが、この「準」とはどういうことか。 

 

教育総務課長 

小学校５年生、６年生が対象だが、基本は学級担任制であるが、一

部の教科において教科担任制を敷くというところで「準」という表記

をしている。 

 

鹿山委員 

  義務教育学校の１番の特色が５年生、６年生の教科担任制であると

考えるが、この辺が詳しく記載されていると、さらに良かったと感じ

た。 

 

【全委員承認】 

 

 

これより非公開とする。 

 

（非公開） 

 

【全委員承認】 

 

 

教育長 

  本日、議案１件が追加提案された。議案第１８号を日程に追加し、
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議案第１８号 

行田市教育政策アドバ

イザーの委嘱について 

 

議題としてよいか。 

  また、会議については公開としてよいか。 

 

【全委員承認】 

 

 

教育長提案、書記次長議案朗読 

 

教育総務課長 

  本案は、先ほどご承認いただいた行田市教育政策アドバイザーの設

置等に関する規則に基づき、行田市教育政策アドバイザーとして久喜

市在住の細田 眞由美 氏を委嘱しようとするものである。 

  任期につきましては令和７年４月１日から令和９年３月３１日ま

での２年間である。 

  細田眞由美氏はさいたま市の教育長やうらわ美術館館長、東京大学

公共政策大学院講師などを歴任されており、教育に関する様々な知見

を有する方であることから、教育政策アドバイザーとして本市の教育

のため、ご支援いただこうとするものである。 

 

教育長 

  何か意見等はあるか。 

 

 

【全委員承認】 

 

 

教育長 

  以上で本日の定例会を閉会とする。 
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 そ の 他 特 に 重 要 と 認 め る 事 項 

 

１ 次回定例会開催予定日  令和７年４月２４日（木） 午後２時００分 

              行田市産業文化会館管理棟 ２Ａ会議室 

 

 

 

 以上、顛末を記載して、その発言内容に相違がないことを証するため、ここに署名する。 

 

 

 

 

   教 育 長 

 

 

   委  員 

 

 

   委  員 

 

 


